











犬 孟 鑑 雄一
昭和43年吹田地区に初めてヘリウム液化機が設置されて16年 になろうとしている。この間、諸先




リウムは手の届かぬ高嶺の花であった。早 く工学部でも低温実験を手軽 に出来るように したいという熱
意が結集 して、熊谷三郎工学部長の時代に吉永先生を中心に極低温実験室関係者の支援を得て文部省に
働きかけた結果、昭和43、44年 に亘 って工学部特別設備 として水素及びヘリウム液化機2台 が設置
され、工学部から助手 と技官の定員を借用 して山本純也助手を中心として480魏2の工学部低温センタ
ーが設立された。私を含めて、当時まだ少なかった工学部、産研などの吹田地区の低温関連研究者の喜





















殆 んど両地区がバ ランスするよ うにな ったの は発足当時を知 る者 として感慨 にたえない。 しか し供給す
るセンター吹 田分室側 としては、液化機 の老朽化 が頭 の痛 い問題 であった。 ところが幸いに も昭和54
年蛋白研 の超電導NMR設 置 の時 、京極教授の特別な好意 によって新 しい液化機が設置 され、当面 の需
要 には対応 できる様 になった。昭和55年 に は、当時 の若槻総長 および斎藤局長 の尽力によって、工学
部 に日本で初めて超電導 工学実験セ ンターが認め られ 、o.5MJの超電導 マグネ ッ トが設置 された。専
任 の村上助教採、山本助手(兼)を 中心 と して、若手 の教授、助教授 の共同利用 によって超電導 エネル
ギ ー貯蔵な どの起電導 の工学 的応用 の研究 が活発 に行 われ るよ うになった。
この ように振 り返 ってみ ると、吹田地 区での低温研究環境 は低温 セ ンターを中心 とする全学 的な関連
研究 者の協力態勢 に基 く'と言 って も過言 ではな く、これ こそ大阪大学低温 センターの特色で あるとされ
ている。今後 は、低温 センターが地区の低温技術 の指導の中心 として広 く社会に開放 される ことが、今
日の厳 しい財政伏況下での発展 の途 であると考 えてい る。後に続 く方が、この ような点を真剣 に検討 さ
れることを望んでやまない。
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